
水 産 

 

１ 研究のテーマ 

(1)研究テーマ 

組織的な授業改善の推進 

～新学習指導要領の円滑な推進を目指した主体的・対話的で深い学びの視点からの学習課程の実践～ 

(2)研究のねらい 

   実践的・体験的な活動を通して、生徒自ら考え課題を発見し、見通しを立て、ＩＣＴ活用を通して

主体的・対話的な「深い学び」の実現ができるような指導方法の研究・検証を行い、教員相互の教育

力を高めることを目標とした。 

２ 実践事例 

(1) 単元指導計画 

ア 科目名：水産海洋基礎 

イ 単元名：第２章「水産業と海洋関連産業のあらまし」 

第２節 とる漁業・つくり育てる漁業と資源管理 

ウ 単元の目標：・とる漁業と資源管理について理解し、自身の言葉で説明することができる。 

        ・とる漁業と資源管理について理解し、それらがどのように関係するか考えることが 

         できる。 

エ 単元の評価規準 

 

 

オ 単元の指導と評価の計画 ○「記録に残す評価」 ●「指導に生かす評価」 

次 時 学習活動 知 思 態 
評価のポイント・指導上のポ

イント 

１ １～２ 

○とる漁業 

・探魚と集魚 

 

 

 

 

 

○ 

探魚や集魚について自ら学

び、主体的かつ協働的に取り

組もうとしているか。 

２ ３～４ 

○とる漁業 

・漁獲法 

 

○ 

 

 

 

● 

漁具・漁法について基本的な

内容を理解しようとしている

か。 

３ ５ 

○とる漁業と資源管理 

・釣漁業と混獲 

  

○ 

 

● 

とる漁業と混獲についての課

題発見及び合理的かつ創造的

な解決がなされているか。 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・漁具・漁法について基本的な

内容を理解している。 

・資源管理型漁業について基礎

的な内容を理解している。 

・漁具・漁法についての概要や課

題について合理的かつ創造的に解

決しようとしている。 

・水産資源の特性、資源の適正管

理などについての課題を発見する

とともに、合理的かつ創造的に解

決しようとしている。 

・漁業と資源管理について自ら学

び、主体的かつ協働的に取り組も

うとしている。 

・漁具・漁法の概要、水産資源の

特性について自ら学び、主体的か

つ協働的に取り組もうとしてい

る。 



カ 授業実践例 (５時間目／５時間) 

学習活動 指導上の留意点 学習活動における 

具体的な評価規準 

評価方法 

○本時の目標を確認 

 

○本時の流れと学習目標を

理解させる。 

 

 

 

 

○釣漁業のおける混獲につ

いて理解する。 

・混獲とは何か考えさせる 

・まぐろはえ縄漁法の確認 

・湘南丸遠洋航海実習における対

象魚と混獲魚を説明 

 

○混獲について理解させる。 

・混獲について理解させる。 

・実際に実習で体験した釣実習で混

獲の有無を考えさせる。 

・まぐろはえ縄漁業における対象魚

と混獲魚を考える。 

○釣漁業と混獲について

自ら思考を深め、事象

に対し説明できるか。 

【思考・判断・表現】 

観察法 

 

○とる漁業における混獲の

影響とその対策を考えさせ

る。（ロイロノート） 

・個人ワーク 

・グループワーク 

・発表（班代表が発表） 

 

○まとめ 

・各々の意見を聞いてから個人ワ

ーク（ロイロノート） 

 

○漁業における混獲の影響を

理解させ、混獲を減らす工夫

や活用法を考えさせる。 

・個人、班で混獲の影響とその対策

を考える。 

・混獲はどのような影響があるか 

（生物資源、乱獲、生物環境、投

棄、未利用魚）個人と班で考え

る。 

・漁具の工夫、漁場選択 

・混獲魚（未利用魚）の活用方法 

 

○漁業における混獲の影

響、混獲を減らす工夫

や活用法について思考

を深め、基礎的な知識

と技術を活用して適切

に判断し、その過程や

結果を表現している

か。 

【思考・判断・表現】 

グループ 

ワーク 

 

机間指導 

指導 

 

発表 

○実習船「湘南丸」におけ

るまぐろはえ縄漁業の混獲

対策 

・実習における混獲対策紹介 

○本校における未利用魚の

活用 

・本校未利用魚の活用紹介 

（エチオピア・ミズウオ） 

 

○まぐろはえ縄漁業における

混獲対策を理解させる。 

・トリポール、サークルフック、サ

メ放流 

・漁獲と混獲対策の難しさ 

・混獲を防ぐための規制 

・本校における実践事例 

 

 

 発問 

 

 

○本時のまとめ 

・とる漁業と資源管理について 

・「なぜ混獲対策が必要なのか」

２日後14時までに考え、提出箱

に提出（ロイロノート） 

 

 

○振り返り 

・とる漁業と資源管理について 

・振り返る時間を与えるため、課題

として提出 

○本日の内容を踏まえて

いるか。 

○とる漁業と混獲の問題

を資源管理の観点から

解決しようとしている

か。 

【主体的に学習に取り組

む態度】 

課題 

研究実施校：神奈川県立海洋科学高等学校(全日制)   

実 施 日：令和４年11月９日(水) 

授業担当者：牧園 尚朗 教諭・藤岡 高昌 教諭・ 

荻原 佑介 教諭・澤村 和洋 教諭 

原田 貴博 総括教諭 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 主体的・対話的で深い学びの視点に基づく指導と評価のポイント 

   科目「水産海洋基礎」における今回の単元は、漁業者の育成を目指す水産・海洋高校において重要な 

  単元である。また今回授業を行った船舶運航科１年生は３年次に科目「総合実習」の遠洋航海において

マグロはえ縄漁業実習を経験する。探魚法や漁獲法においては、すでに１年生の夏に実施したサバ釣り

実習やアマダイ釣り実習を例題に挙げ、経験したことをこの単元に取り込み、さらに興味や関心を深め

させ、自己の学習と実習活動を振り返り、３年次の実習とその後のキャリア形成の方向性につながるよ

うに取り組んだ。３年次にマグロはえ縄漁業を経験するため、とる漁業のうち釣漁業に重点を置き、は

え縄漁法で漁獲される生物と混獲についての問題を考えさせた。 

   混獲という課題を合理的かつ創造的に解決できるかを判断するために、ロイロノートにおいて個人の

考えを記入させ、その考えをグループワークにて対話を行い発表した。個人とグループで考えさせたあ

とに、実習船「湘南丸」で実際に実施している混獲対策を例題にあげることで、３年次の実習において

再度混獲について考えるとともに、とる漁業と資源管理についての意識を将来漁業に従事したときに生

かせるような指導を心掛けた。また、生徒に考えさせるという観点から、生徒自身の考える時間を多く

とり、教員は最低限のサポートをするような指導を心掛けた。グループワークや意見交換の様子を通し

て主体的に学習に取り組む態度も組み込めることもできたと授業実践をして感じた。ロイロノートにお

いて「なぜ混獲対策が必要か」というあえて漠然とした課題を出し、その回答が評価規準を満たしてい

るか課題提出後に教員間で確認して評価を行った。いくつかのキーワードの中で、評価対象となる資源

管理について記述されている提出課題の一例を以下に示す。 

  ・資源を減らさないためにも、針の大きさを変えるなど漁具を工夫して資源保護をする大切さを学んだ。 

  ・混獲という言葉を初めて聞き、それが漁業や生態系に与える影響を学んだ。 



  ・今までは釣りをしている時に混獲など気にしていなかったが、これからはできるだけ対象魚だけを狙

うような工夫をしようと思った。身近なところから意識を変えていきたい。 

  ・漁業の混獲によって、生態系や資源、漁業への影響がどのくらいあるか今後調べたい。 

  ・漁業資源には限りがあり、皆が使う資源なので無駄に捕らず、有効に利用する必要を知った。 

  ・魚は捕ればとれるほど良いと思っていたが、混獲におけるデメリットを知って考えが変わった。 

  ・混獲された生物をすぐに逃がしても弱ってしまうこともある。混獲された生物を食品にすることも有 

   効だが、少量だと手間もかかる。混獲対策のために漁法や餌を変えることで今までの漁法も変えなけ 

   ればならないなどデメリットな面の対応も検討が必要だ。 

   今回、生徒個人のiPadによるロイロノートの活用、電子黒板でのパワーポイントや写真などの説明な

どＩＣＴ教材を活用して感じたことは、ロイロノートは授業において各班や個人の進捗状況がリアルタ

イムで把握でき、包括的に意見集約や画面集約ができる点は良かった。課題は教員、生徒ともにＩＣＴ

に不慣れで入力などで授業がスムーズに進行しないことがまだある。これは積極的に活用して慣れるし

かない。今後も有効なＩＣＴの活用を通して主体的・対話的で深い学びの実現ができるような指導方法

の研究・検証を定期的に行い、教員相互の教育力を更に高めていきたい。 

    

 

・ロイロノートにおける課題提出の一部抜粋 

 

 

    

 


